
資料４ 

買 物 バ ス 社 会 実 験 （ 案 ） ● 豊田市基幹バス「とよたおいでんバス（指定路線）」を利用するとバス乗車証明
書がバス車内で発行される。  

豊田市 都市整備部 交通政策課  
１ 背 景  
① 現在、中心市街地において買物した場合は、駐車場が３時間無料となるフリーパーキ
ング制度が運用されており、自動車での来訪者は優遇されている。しかしながら、公

共交通での来訪者には優遇施策がない。 

 
 
 

② また、中心市街地の特定駐車場は満車状態が多く、新たな駐車場の整備も困難である
ことから、自動車での来訪者を今以上に増やすことは難しい状況にある。  

 
③ 一方で、公共交通基本計画に基づき、今年度から基幹バスの新規運行、サービスレベ
ルの向上等を推進し、利便性は高まっており、今後は利用促進を図る必要がある。  

  
 

２ 本事業の概要  
① 公共交通(バス)を利用して市内で買物した方に、公共交通運賃の一部を還元する仕組
みを構築し、継続的に実施することにより、中心市街地の活性化と公共交通の利用促

進を図る。 
● 中心市街地の協力店で買物し、バス乗車証明書に認証印をもらうと、みちナビ
とよたで１００円の「とよたおいでんバス」共通回数券と交換できる。 

  
 

３ 本事業の目的と期待される効果  
① 運賃の一部還元により、公共交通による中心市街地来訪者を増加する。  
② 基幹バスの新規運行、サービスレベルの向上策、ＴＤＭ等と連携して実施することに
より、これまで中心市街地に来訪していなかった新たな来訪者を確保する。 

 
 
 ③ 公共交通への転換促進により交通渋滞や駐車場混雑を緩和し、中心市街地の魅力を向

上する。  

 

 

 

 

 

４ 実施主体 
① 豊田商工会議所・中心市街地活性化協議会 
② 協同組合豊田市商店街連合会 
③ 豊田まちづくり㈱ 
④ 豊田市（産業部、都市整備部） 

 
５ 平成１９年度の具体的な取組み 
① 約３箇月間「とよたおいでんバス」共通回数券の利用が可能となる中心市街地玄関口
バス、旭・豊田線、豊田渋谷線の３路線を指定路線とし、買物バス社会実験を実施 

② 指定路線のバスを利用して、中心市街地で買物した方先着２万名にとよたおいでんバ
ス共通回数券の１００円券を配布 

③ 愛知県がんばる商店街補助金(補助率１/２)を活用し、ＴＤＭ施策の一環として実施 

 
(仮)買物バス協議会 

商店街の活性化 都市交通の円滑化 
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平成１９年度の実施イメージ
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公共交通はお得   新たな顧客・利用者の確保、賑わい創出

■利用の仕方 
買物バスキャンペーン参加店舗で買物した
ら、表面に認証印をもらってください。ＴＭ
若宮パーキング１階の「みちナビとよた」で、
１００円分の「とよたおいでんバス」回数券
と交換できます。（先着２万人に限る） 
有効期限：平成２０年２月２４日まで 

裏 面

表 面

認証印バ ス乗車確認書 
豊 田 市 買 物 バ ス 
社 会 実 験 用 

とよた買物バス協議会 

支 援②共通回数券の配布依頼

市 
 
６ 平成２０年度以降の取組み 
①公共交通による中心市街地来訪者への優遇策を継続的に実施するため、今年度の実験結

果やフリーパーキング制度と整合性を考慮した、商店、交通事業者、行政の共働の仕

組みを構築し、中心市街地活性化事業及び豊田市全域の商業振興施策として本格的に

実施する。 
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